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人間科学部紀要第11巻の上梓を機に,こ れまで機会を逸していた本学部退官
教授の業績一覧を一括 して本巻に掲載することになっだ。本学部の研究 ・教育
に関す る体制基盤を構築 きれだ諸先輩の貴重なメモ リアルを刻銘 し,学会での
碩学の顕彰を意 とす るものである。偶然は重なるもので,本紀要は第11巻,論
文数は11編,既退宮教授 も11名を数えた。 まきにユ1オンパレー ドである。
大小の月を記銘するのに"西向 くさむらい"と いう言葉がある。11は士に通
じ,西 向くとは東に背を向けることである。本巻における11の重なりは,だ ま
さかの偶然ではなく,気骨ある西向く士たるべしとの天の啓示と小子には思え
るので,本 学部の学風が権威にお もねることなく,これを契機に人間科学を美
しく開花 きせるバネになることを期待 し忙い。切問 ・近思のこの論集の編集作
業を終えるに際 し,これにかかわった諸氏に感謝の意を表する次第である。
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